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第１図および第２図は、男体山周辺における GNSS 連続観測結果である。第１図上段に基線の配置を

示した。 

第１図下段および第２図上段は、第１図上段に示した基線の基線長変化グラフで、左列は最近約５

年間（2012 年５月～2017 年５月）の時系列、右列は最近約１年間（2016 年５月～2017 年５月）の時

系列である。2013 年 2 月に栃木県北部の地震の影響が見られる 

第２図の下段は、電子基準点、気象庁の GNSS 観測点の統合解析から得られた水平変動ベクトル図で

あり、「大潟」を固定局としている。最近１年間（2016 年５月～2017 年５月）を示した。GNSS 連続

観測結果には、特段の変化は見られていない。 

第３図は、だいち２号のSAR干渉解析結果である。ノイズレベルを超える変動は見られない。 
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第１図 上段：男体山周辺の GNSS 連続観測基線図、 

下段：男体山周辺の GNSS 連続観測による基線変化グラフ 

（左列：2012 年５月～2017 年５月、右列：2016 年５月～2017 年５月） 

Fig.1  (upper) Site location map of the continuous GNSS observation network around Nantaisan Volcano;  

(lower) Time series of baseline length by continuou GNSS observation around Nantaisan Volcano;  

(left) from May 2012 to May 2017, (right) from May 2016 to May 2017. 
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第２図 上段：男体山周辺の GNSS 連続観測による基線変化グラフ 

（左列：2012 年５月～2017 年５月、右列：2016 年５月～2017 年５月）、下段：電子基準点・気象

庁 GNSS 観測点の統合解析による水平変動ベクトル図 （2016 年５月～2017 年５月) 

Fig.2 (upper)Time series of baseline length by continuou GNSS observation around Nantaisan Volcano; (left) from 

May 2012 to May 2017, (right) from May 2016 to May 2017; (lower) Horizontal displacements by the 

combined analyzing system of GEONET and JMA stations from May 2016 to May 2017. 
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第３図  「だいち２号」PALSAR-2 による男体山周辺地域の解析結果  

Fig.3 Interferometric analysis of SAR acquired ALOS-2 PALSAR-2 around Nantaisan Volcano. 


